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パトロール業務特記仕様書  

 

第１条（適用範囲） 

この仕様書は、三田市（以下「発注者」という。）が発注する道路・公園・環境パトロール等業務委託（西

地区）（以下「パトロール業務」という。）に適用する。 

 

第２条（目 的） 

発注者が管理する道路・公園を保全し、安全な道路交通や公園利用を確保するとともに、不法投棄物の

撤去・千丈寺湖周辺の監視など市内の環境保全に資すること、及び良好な景観の醸成を図ることを目的と

する。 

 

第３条（定 義） 

パトロール業務とは、主に自動車（以下「パトロール車等」という。）を使用し、必要に応じて徒歩によ

り道路・公園等を巡回・点検し、発見した異常や不法行為を発注者に報告し、応急時には簡易な修繕等を

行うとともに、不法投棄物・違反屋外広告物を発見した際には、その撤去等を行うことをいう。 

 

第４条（期 間） 

パトロール業務の実施期間は、契約書に定める履行期間とする。 

 

第５条（対象区域） 

１ パトロール業務の対象は、設計図書による区域内の市管理道路、市管理公園、不法投棄重点巡視箇所、

千丈寺湖及びその周辺等とする。ただし、屋外広告物においてはパトロール中に通行する国道・県道を

含むものとする。 

２ パトロールは第12条で作成する業務実施計画書により行うが、別途監督員から指示があった場合はそ

の指示に従うこと。 

 

第６条（講 習） 

１ 受注者は、業務責任者に発注者が別途指定するパトロールに関する講習を受講させなければならない。 

２ 業務期間途中に業務責任者を変更する場合は、受注者の責務において発注者が別途指定する講習と同

等の講習を受講させなければならない。 

３ 業務期間内に次年度業務を落札し、かつ次年度も引き続き同一の業務責任者を配置する場合にも、講

習を受講させること。 

４ 契約期間中で業務責任者を変更しない場合には、講習を受講する必要はないが、業務責任者の変更を

予定している場合には、講習を受講すること。 

 

第７条（パトロール業務） 

１ パトロールの円滑な実施に向け監督員が実施体制を統括することとする。 

２ 原則、第10条に定めるパトロール員２名以上を１班とする１班と、履行状況を把握する業務責任者に

より実施する。 
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第８条（業務責任者の資格） 

１ 受注者は、受託契約締結後、業務責任者を１級若しくは２級土木施工管理技士、又は道路の建設工事

若しくは維持管理に関する業務について10年以上の経歴を有する者から選定し、資格や経歴等を証明す

る書類を添え、業務の着手前に発注者に通知するものとする。 

２ 発注者は、第１項に虚偽の事実があった場合、又は９条を順守しないなど著しく不適当と認められる

場合は、受注者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置をとるべきことを請求すること

ができるものとする。 

３ 受注者は、前項の規定による請求があった場合は、当該請求に係る事項について決定し、その結果の

請求を受けた日から10日以内に発注者に通知しなければならない。 

 

第９条（業務責任者の業務） 

１ 業務責任者は、パトロール員から業務の履行状況を書面若しくは口頭で報告を受け、日常的に履行状

況の把握に努めなければならない。 

２ 業務責任者は、週に１回以上監督員と業務の履行状況等について打合せを行い、その結果について相

互に確認した内容を書面にして監督員に提出するものとする。なお、打合せにはパトロール員を同席さ

せることを基本とする。 

３ 業務責任者は、月間道路パトロール業務完了実績報告書（様式11号）（以下、「完了実績報告書」とい

う。）を作成し、監督員に月毎に取りまとめて、翌月５日までに提出するものとする。 

４ 業務責任者は、パトロール員とこれを兼ねることはできない。ただし、業務責任者としての業務に支

障がなく、やむを得ないと発注者が承認した場合は、この限りではない。 

 

第10条（パトロール員の資格） 

 １ パトロール員は、パトロール員Ａとパトロール員Ｂから構成するものとして、パトロール員Ｂを１名

以上含む２名以上の編成でパトロールを実施することとする。 

２ 受注者は、受託契約締結に先立ち、パトロール員Ｂについては次の各号に掲げる事項を全て満たす者、

パトロール員Ａについては次の第１号および第２号を満たす者からそれぞれ選定し（パトロール員が休

暇を取る場合なども考慮してそれぞれ交代要員を含む計４名程度）、資格等を証明する書類を添え、発注

者に通知するものとする。 

(1) 受注者が雇用する者又は雇用することが明らかな者 

(2) 第１種普通自動車運転免許以上の資格、かつ、５年以上の運転実績を有する者 

(3) 道路の建設工事若しくは維持管理に関する業務の経験が３年以上ある者、又は２級土木施工管理技

士又は同等の能力を有すると認められる者 

 ３ 受注者は前項で選定したパトロール員の中に、第15条で定める維持管理作業車を運転する資格を有す

る者を含めるものとし、監督員より指示があった場合はその者に維持管理作業車を運転させるものとす

る。 

４ 発注者は、第２項に虚偽の事実があった場合、又は第17条を順守しないなど著しく不適当と認められ

る場合は、受注者にパトロール員の変更を要求することができるものとし、受注者はそれに応じなけれ

ばならない。 
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第11条（パトロール員の業務） 

１ パトロール員Ａは、主としてパトロール車の運転業務を行い、パトロール員Ｂは、主として第22条第

２項から第４項の業務を行うことを基本とする。なお、第22条第２項から第４項の業務を行う際、パト

ロール員Ａは必要に応じてパトロール員Ｂと協力し、その場でとり得る適切な措置を講ずることとする。 

２ パトロール員は、毎日パトロール出発前に発注者が指定する場所において、監督員と協議・報告を行

うものとする。 

３ パトロール員は、受注者又は業務責任者を通じて監督員の指示がある場合等必要に応じて、パトロー

ルの途中においても監督員と協議・報告を行うものとする。 

４ パトロール員は、毎日パトロール後に発注者が指定する場所において、監督員と協議・報告を行うも

のとする。ただし、報告及び記録に関する書類の作成は受注者が業務で使用する事務所において行うこ

ととする。 

５ パトロール員は、パトロール業務中に発見した事象又は取り扱った事項について、その内容、措置等

を、パトロール日誌 (様式19号)、重点点検報告書(様式20号)、その他の報告書等に記録し、原則パト

ロール実施当日に監督員へ提出することとする。やむを得ず提出が翌朝以降となる場合は、ファックス、

電子メール等による仮提出を認める。 

６ 受注者は、パトロールにおいて事故等が発生した場合は、必要な措置を講じるとともに直ちに監督員

並びに業務責任者に報告し、後に遅滞なく書面により報告すること。 

 

第12条（業務実施計画書の作成） 

１ 受注者は、パトロールを計画的かつ効果的に実施するため、業務着手前に業務実施計画書を作成し、

監督員に提出してその承認を得るものとする。 

２ 業務実施計画書には、次の各号に掲げる事項を記入する。 

(1) 業務命令系統 

(2) パトロール区域 

(3) 業務従事者の氏名、年齢、免許、資格又は経歴、及び班構成 

(4) パトロールの方法 

(5) 緊急時・夜間の連絡体制及び業務処理体制（緊急時等の連絡の優先順位がわかるもの） 

(6) パトロール結果の報告要領 

(7) 安全管理、訓練、講習等の具体的計画 

(8) 駐車場 

(9) その他必要事項 

３ 受注者は、業務実施計画書の内容を変更する場合は、理由を明確にしたうえ、その都度監督員に変更

業務実施計画書を提出しなければならない。 

４ 受注者は、業務実施計画書とは別に、発注者が貸与する月別のパトロール実施計画にもとづき月間道

路パトロール実施計画書（様式18号）を作成し、監督員に提出してその承認を得るものとする。 

 

第13条（実績報告及び検査） 

１ 受注者は、第12条第４項に定めた月間パトロール実施計画書に基づき実施したパトロール結果を、毎
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月の業務完了実績として完了実績報告書(様式11号)により、監督員に提出することとする。 

完了実績報告書には、パトロール日報（様式21号）等により実施業務内容を整理した関係書類を添付

して監督員に提出しなければならない。 

２ 受注者は、業務が完了したときは、その旨を発注者に通知し、業務の完了を確認するために完了検査

を受けなければならない。 

 ３ 年度ごとに精算する必要があるため、第２項を各年度末に行うこととする。 

 

第14条（パトロール車） 

１ パトロールで使用する自動車（以下「貸与車両」という。）は、発注者が無償で貸与するものとする。 

２ 貸与車両の取り扱いについては、別に定める「パトロール用車両等無償貸与仕様書」によるものとす

る。 

３ 貸与車両は、業務に使用する事務所において、運転日誌やパトロール日誌等への記録などの内業を行

う場合を除き、発注者が指定する場所以外に駐車してはならない。また、第22条第２項において待機等

を行う場合も、発注者が指定する場所以外に駐車してはならない。ただし、やむを得ない事情により、

監督員が必要と認めた場合はこの限りではない。 

４ 受注者は、貸与車両の点検、整備、修理等が必要な場合は、速やかに発注者に報告し、指示を受ける

こととする。 

 

第15条（維持管理作業車） 

１ 第22条第３項に定める業務を行う際に使用するトラック（以下、「維持管理作業車」という。）は、発

注者が無償で貸与するものとする。 

２ 貸与車両の取り扱いについては、第14条パトロール車に準ずることとする。 

 

第16条（腕章の着用等） 

１ パトロール員は、パトロール中、発注者が貸与する腕章（様式26号参照）を着用し、発注者が発行す

る身分証明書（様式14号参照）を携帯しなければならない。なお、腕章、身分証明書は業務の履行期間

終了後、または、その資格を満たさなくなった場合は、速やかに監督員へ返納するものとする。 

２ パトロール員は、請求があったときには、前項に規定する身分証明書を呈示しなければならない。 

３ パトロール員は、パトロール中、監督員に事前に承諾を得た端正で安全に作業ができる被服（発注者

の職員の被服と区別される色であること）、帽子（作業時にはヘルメット）、安全ベスト、名札、靴を着

用するものとする。 

 

第17条（遵守事項） 

１ パトロール員は、業務の遂行に当たっては、パトロール車及び維持管理作業車の十分な整備を行い、

適正な速度によるパトロール等を実施するとともに、作業に当たっては、作業現場の状況等を十分に把

握し、バリケード設置等の必要な措置を講じ、事故の防止に万全を期するものとする。 

２ 業務中及び休憩中は、市民に不快感、不信感を与えないよう服装、言動、行動に常に注意すること。 

３ 道路法、道路交通法等の関係法令を遵守するとともに、交通安全に努めること。 

４ 職務上知り得た情報を第三者に漏らさないこと。 
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５ 監督員と緊密な連携を保持すること。 

６ 住民との対応に当たっては、特に言動及び態度に留意すること。 

 

第18条（携行資料） 

１ パトロール員は、パトロールに際し、必要に応じ監督員より次の資料を受けて携行するものとする。 

① 月間パトロール実施計画 

② 占用工事等施工箇所表 

③ 道路・公園維持補修作業施工箇所表 

④ 道路・公園工事施工箇所表 

⑤ その他必要と認める資料 

 

第19条（貸与品等） 

１ パトロール車には、原則として発注者が貸与又は支給する別表３に掲げる資機材を携行するものとす

る。 

２ 受注者は貸与品等を善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。 

３ 支給する資機材については、別途定める資機材受給管理簿にて管理するものとする。 

 

第20条（事務所及び駐車場等） 

１ 業務に使用する事務所については、受注者の所有事務所等を使用するものとする。 

業務に必要な駐車場は、庁舎外の近隣に確保し、これに要する賃貸契約を行うものとする。 

２ 業務に必要なパソコン、コピー機、電話、ファックス等の事務機器、及びその他事務用品は受注者の

負担で受注者の所有事務所内に準備するものとする。 

 

第21条（庁舎等の使用） 

１ 受注者は、本業務の実施において、発注者がその必要性を認めた場合のみ、庁舎のうち発注者が指定

する部分を無償で使用することができるものとする。 

２ パトロール員は、庁舎内において休憩（昼休み）をとることはできない。ただし、発注者が場所を指

定する場合を除く。 

３ パトロール計画により、休憩（昼休み）に業務用事務所に戻れない場合には、発注者が指定する場所

において休憩をとるものとする。 

 

第22条（パトロール業務の作業内容） 

１ 運転業務 

(1) パトロール車並びに維持管理作業車の運転 

(2) 運転日誌、パトロール日誌等への記録 

(3) 車両、装備付属品及び別途規定する携行資機材の点検 
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２ 管理業務 

(1) 道路、公園の構造物及び付属物の点検並びに必要な措置 

① パトロール員は、別表１に示す項目について点検・措置し、その内容を監督員並びに業務責任者に

報告するものとする。 

② ただし、措置の内容は簡易なものに限り、その他は第３項と同様とする。 

(2) 道路、公園の不法占用等違反行為の発見、監視等 

パトロール員は、別表２に示す不法占用等違反行為を発見した場合は、直ちに監督員並びに業務責

任者に報告して指示を受けるものとする。 

  (3) 不法投棄物の発見並びに撤去 

   ① パトロール中に発見した不法投棄物については、別表１に示す内容について措置するものとし、状

況報告については、不法投棄報告書（様式19-④号）を作成し、監督員並びに業務責任者に報告す

るものとする。 

   ② パトロール中に発見した不法投棄物から、投棄者に繋がる情報を発見した場合は、直ちに監督員並

びに業務責任者に報告して指示を受けるものとする。 

(4) 千丈寺湖での違反行為の発見、監視等 

    パトロール中に、別表２に示す違反行為を発見した場合は、パトロール日誌(様式19-①号)により、

監督員並びに業務責任者に報告するものとする。 

   (5) さんだ安全安心見守り活動への参画（日常の業務において支障のない範囲で以下に掲げる活動に協

力する。） 

      ① 通学路、公園等子どもが通行し、又は集まる場所の付近をパトロールするときは、子どもの見守り

活動を行うこと。 

      ② 事件、事故等を認知したときは、被害者、負傷者等を一時的に保護するとともに、警察へ通報する

こと。 

   (6)違反屋外広告物の発見について 

パトロール中に簡易広告物が道路付属物等に設置されているものを発見した場合は、監督員並びに

業務責任者に報告して指示を受けるものとする。 

 

３ 応急簡易な業務 

(1) 応急簡易な業務は、第２項（管理業務）や、第４項（その他監督員が特に指示する業務）の他、パ

トロール中に発見した交通障害等を解消するため、その場で行う応急かつ簡易な作業とする。 

(2) パトロール員は、前項に規定する作業が簡易な作業に該当しないと判断した場合は、直ちに監督員

に報告のうえ、受注者又は業務責任者を通じて指示を受け、必要に応じてバリケード等により危険回

避措置を講じた後、通行者の誘導、通行の規制、迂回路の指示、通行者に対する情報提供等にあたる

ものとする。 

(3)前項第6号で発見した違反屋外広告物について、監督員から撤去の指示のあったものについて撤去を

実施する。 

 

４ その他監督員が特に指示する業務 

その他、受注者又は業務責任者を通じて監督員が特に指示する業務の内容は、次のとおりとする。 
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なお、水防待機時等においては、監督員が有する権限を水防班班長が代行することができる。 

(1) 自然災害や交通事故、不法投棄事案の発生などの不測の事態発生時における現地への緊急出動 

(2) 緊急出動時の現場での交通処理、危険回避の措置、現地状況の調査、写真の撮影、監督員への状況

報告 

(3) 道路施設及びその状況に関する現地調査と調査結果の報告（調査結果報告の様式、方法は監督員の

指示による） 

 

５ 緊急時の留意事項 

(1) パトロール員は、道路通行や公園利用に支障を及ぼす緊急事態を発見した場合は、直ちに監督員並

びに業務責任者に報告して指示を受けるとともに、必要に応じ所轄警察署に通報するものとする。 

(2) パトロール員は、発見した事象の取り扱いについて、通行や利用規制の緊急性、必要性の判定が難

しいと判断した場合には、直ちに通行や利用の規制等応急措置を講じたうえで、監督員並びに業務責

任者に報告し、指示を受けることとする。 

(3) パトロール員は、措置の内容が軽易な場合、又は緊急を要し監督員並びに業務責任者に報告して指

示を受けるまでの時間的余裕がない場合には、自らの判断で措置を講じることができるものとする。 

(4) 監督員と受注者又は業務責任者との確実な作業依頼や相互の連絡を行うため、受注者は優先順位を

付けたうえで連絡系統を事前に監督員へ提出することとする。監督員は、業務責任者以外に連絡した

内容は、事後に受注者又は業務責任者に再度連絡するものとする。 

 

第23条（パトロール業務DX化実証実験への協力） 

１ 発注者は、受注者に対し、市が実施するDX化実証実験に協力することを依頼するものとする。実験の

内容は次のとおりとする。 

   (1)記録のデジタル化 

・タブレット端末やスマートフォン等のモバイル端末を用いてデジタルデータとして記録する。 

      ・画像や動画を活用した記録方法の検討・試行を行う。 

      ・記録されたデータの構造化・標準化を検討する。 

  (2)業務記録の分析 

      ・デジタル化された記録を分析し、道路状況の変化や異常の兆候を早期に発見するための方法を検討

する。 

      ・AI等の技術を活用した分析手法の検討・試行を行う。 

      ・分析結果に基づいた、より効率的な道路管理方法の検討を行う。 

(3)情報の連携・共有・利活用 

・デジタル化された記録等を、発注者や関係機関と共有するための仕組みを検討・構築する。 

      ・共有された記録等に基づいた、情報連携・意思決定の迅速化を図る。 

      ・記録等の利活用による、道路管理業務の効率化・高度化を検討する。 

  (4)ペーパーレス化 

   ・監督員が指示するもの以外、電子媒体での提出を検討する。 

２ 受注者は、前項の依頼に基づき、発注者及び関係機関と連携し、パトロール業務記録DX化実証実験に

協力するものとする。 
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第24条（パトロールの種別） 

１ 日常パトロール 

日常パトロールは、土曜日、日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日から１月３日）、パトロール車の

点検修理日を除いた平日において、８時４５分から１７時４５分の間に実施するパトロールをいう。 

２ 異常時パトロール 

異常時パトロールは、台風、集中豪雨、積雪等の異常気象による突発災害に備え、また、地震等の緊

急事態発生時における被害状況の調査等のため、監督員の指示に基づき実施するパトロール並びに待機

をいう。 

 

第25条（待機時間の考え方） 

異常時パトロールについては、随時対応する必要があるため待機と考え、全て拘束時間として扱う。 

 

第26条（パトロール業務中のごみ回収について） 

パトロール業務中に発見した不法投棄物・散乱ゴミ（一般廃棄物）の回収および指定場所への運搬は、発

注者からの委託業務として行うものとする。 

 

第27条（再委託の禁止等） 

不法投棄物の撤去回収において、受託者が廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第４条第１号から第

３号までに定める基準に適合しなくなったときは、発注者において本委託契約を解除することができるもの

とする。 

 

 



パトロール用車両等無償貸与仕様書 

 

 

㸦適  用㸧 

第㸯条  ࡢࡇ௙様書ࠊࡣパトロ࣮ル業務委ク特グ௙様書㸦以ୗࠕ業務௙様書ࠖ࡜いう㸧第14条࡟基࡙

㸧ࡴ附属品を含ࡢ࡝࡞パトロ࣮ル用車両及び維持管理作業車㸦携帯電ヰや工具ࡿࡍ無償࡛貸与ࠊࡁ

㸦以ୗࠕ貸与車両ࠖ࡜いうࠋ㸧ྲྀࡢ扱い࡟適用ࠋࡿࡍ 

 

㸦貸与期間及び返納期限㸧 

第㸰条  貸与期間ࠊࡣ契約書࡟定ࡿࡵ履行期間ࠊࡋ࡜返納期限ࡣ委ク契約終了ࡢ日ࠋࡿࡍ࡜ 

貸与車両をࡀ職員ࡢ発注者ࠊࡵࡓࡢ対応や車両管理等ࡢ緊急時ࠊࡶ࡚ࡗ貸与期間内࡛あࠊࡋࡔࡓ

運転又ࡣ乗車ࡿࡍ場合ࡀあࠋࡿ 

㸰  履行期間ࡢ変更を伴う契約をࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ前項ࡢ規定ࠊࡾࡼ࡟次条࡟定ࡿࡵ道路管理パトロ࣮ル

用車両等借ཷ書ࡢ貸与期間及び返納期限ྠࡶ時࡟変更さࠋࡍ࡞ࡳ࡜ࡢࡶࡓࢀ 

 

㸦借ཷ及び返納㸧 

第㸱条  ཷ注者ࠊࡣ貸与車両ࡢ借ཷ及び返納࡟㝿ࠊࡣ࡚ࡋ監督員立会ࠊ࡟࡜ࡶࡢ当ヱ車両ࡢ異常ࡢ᭷

無を確ㄆࡢうえࠊパトロ࣮ル用車両等借 㸦ྲཱྀ返納㸧書㸦様式第」1号㸧を提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 

㸦燃料࣭油脂類ࡢ負担㸧 

第㸲条  燃料類࣭油脂類ࠊࡣ発注者ࡀ別途指定ࡿࡍ場所ࠊ࡚࡟発注者ࡀ支給ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

 

㸦修理等費用ࡢ負担㸧 

第㸳条 ཷ注者ࡢ故意又ࡣ過失ࡀ原因࡜ㄆࡿࢀࡽࡵ修理࡟要ࡿࡍ費用ཷࡣ注者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸰 道路運送車両法第㸳㸶条࡟規定ࡿࡍ自動車検査証ࡢ交付࡟必要࡞整備及び交付手⥆࡟ࡁ要ࡿࡍ

費用ࠊ及び自動車税ࡣ発注者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸱 冬季࡟寒冷地を巡視ࡵࡓࡿࡍ冬用タイヤを支給ࡿࡍ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗタイヤࡢ交換࡟要ࡿࡍ費

用ࡣ発注者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸲 そࡢ௚貸与車両࡟関ࡿࡍ修理ࠊ整備等㸦ࠊࡋࡔࡓパトロ࣮ル前࡟行う簡易࡞Ⅼ検整備や洗車等ࡣ

除く㸧࡟要ࡿࡍ費用ࡣ発注者ࡢ負担ࠋࡿࡍ࡜ 

㸳 修理ࠊ整備等࡟係ࡿ費用負担ࡘ࡟い࡚疑義ࡀ生ࡓࡌ場合ࠊࡣ発注者ཷ࡜注者཮方ࡀ協議࡚ࡋ決定

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ

 

㸦注意義務㸧 

第㸴条  ཷ注者ࠊࡣ善良ࡿ࡞管理者ࡢ注意義務をࠊ࡚ࡗࡶ貸与車両を使用管理ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ特࡟次

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽ事項を守ࡢ

。1)  運転者ࠊࡣ࡟当ヱ貸与車両࡟精通ࡓࡋ熟練者をあ࡚ࠋ࡜ࡇࡿ 

。「)  貸与車両ࡢ過重࡞運転を行わ࡞いࡼう注意ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。」)  貸与車両࡛緊急走行を行う場合ࠊࡣ発注者ࡢ指示をཷࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

。4)  貸与車両を修理ࡿࡍ場合ࠊࡣ発注者ࡢ指示をཷࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

。5) ཷ注者ࡀ貸与車両を使用ࡿࡍ時ࠊࡣ常࡟貸与車両ࡢ両側面࡟発注者ࡀ用意ཷࡿࡍ注者ࡢ商号

又ྡࡣ称入ࡢࡾ磁石シ࣮トを付ࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

。6) 貸与車両ࡢ内外装࡟ࡶ࡜整理整頓࡟努ࠊࡵ良好࡞状態を保ࠋ࡜ࡇࡘ 

 



㸦禁止行Ⅽ㸧 

第㸵条  ཷ注者ࠊࡣ次ࡢ行Ⅽを࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋいࠋ 

。1)  貸与車両を第୕者࡟転貸ࠊ売却又ࡣ担保࡟供ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。「)  貸与車両を業務௙様書グ載以外ࡢ用途࡟供ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。」)  貸与車両ࡢ௙様を変更ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。4) 貸与車両ࠊࡣ࡟発注者ࡢ承ㄆをཷࡓࡅ場合を除ࠊࡁ発注者ࡢ職員以外を乗車させ࡚࡞ࡽ࡞ࡣ

いࠋ 

 

㸦亡失又ࡁࡣ損㸧 

第㸶条  ཷ注者ࠊࡣ貸与車両を亡失又ࡁࡣ損ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ直࡟ࡕ発注者࡟対ࠊࡋそࡢ事実及び理由࡟

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅ指示をཷࡢ発注者ࠊࡋ報告書を提出࡞い࡚ヲ細ࡘ

㸰  ཷ注者ࠊࡣ貸与車両を亡失又ࡁࡣ損ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ車両ࡢ補填ࠊ修理又ࡣそࡢ損害を賠償ࢀࡅ࡞ࡋ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤ

 

㸦第୕者࡟及ぼࡓࡋ損害㸧 

第㸷条  ཷ注者ࠊࡣ貸与車両ࡢ使用管理࠾࡟い࡚ࠊ第୕者࡟損害を及ぼࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋそࡢ損害を賠償

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

 

㸦車両ࡀ使用࡛࡞ࡁい期間ྲྀࡢ扱い㸧 

第10条 事故や故㞀等ࡾࡼ࡟車両ࡀ使用࡛࡞ࡁい期間ࡀ発生ࡓࡋ場合ࠊࡣ࡟第㸳条第㸳項࡟定ࡿࡵ

いࡘ࡟代車ࡢ㝿ࡢそࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇࡿࡍ⥆⥅パトロ࣮ルをࠊࡋ自社࡛別途車両を確保ࠊࡁを除ࡢࡶ

及び会社ྡをࠊ旨ࡿ道路管理パトロ࣮ル用車両࡛あࡢ本市ࠊࡀい࡞ࡵ指定を求ࡢ緊急自動車ࡣ࡚

車両࡟明示ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸰 使用࡛࡞ࡁい期間ࡀ長期間࡟わࡿࡓ場合ࠊࡣ࡟監督員࡜協議ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

㸦期限前ࡢ返納㸧 

第11条  ཷ注者ࠊࡣ次࡟掲ࡿࡆ理由ࡢ一࡟ࡘヱ当ࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ返納期限前࡛あࡶ࡚ࡗ貸与車両を返納

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

。1)  やࡴを得࡞い事情ࠊࡾࡼ࡟発注者ࡀ返納を命ࠋࡁ࡜ࡓࡌ 

。「)  業務௙様書ࡢグ載事項࡟཯ࠋࡁ࡜ࡓࡋ 

㸰  前項ࡢ返納手⥆ࠊࡣࡁ第㸱条ࡢ規定を準用ࠋࡿࡍ 

 

㸦運転グ録簿等ࡢ提出㸧 

第1「条  ཷ注者ࠊࡣ貸与期間中ࡢ貸与車両ࡘ࡟い࡚ࠊ次࡟掲ࡿࡆ事項を遵守ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ各書面を

毎᭶ࡢ᭶間パトロ࣮ル業務完了実績報告書࡜あわせ࡚提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦1㸧 貸与車両ࡢ運行࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓパトロ࣮ル日ㄅ。様式19号)ࠊ࡟日々ࡢ運行をグ録ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ実績簿㸦様式第」」号㸧を作成࡟᭶毎ࠊ࡟

㸦「㸧 ཷ注者ࠊࡣ市ࡢ指定ࡿࡍ。様式第」4号)ࡢ運転日ㄅ兼運航Ⅼ検票を作成࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ

アルコ࣮ルチェッカ࣮ཷࡣ注者ࡀ用意ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸰  事故ࡀ発生ࡓࡋ㝿ཷࠊク者ࠊࡣ㏿や࡟࠿監督員へ事故報告書㸦様式ࡣ任意㸧を提出࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

 ࠋい࡞ࡽ

 

㸦任意保険ࡢ加入㸧 

第1」条  ཷ注者ࠊࡣ委ク契約締結後㏿やࠊ࡟࠿貸与車両ࡘ࡟い࡚次ࡢ各号࡟掲ࡿࡆ内容ࡢ自動車損害

保険㸦任意保険㸧࡟加入ࠊࡋ当ヱ保険証書ࡢ写ࡋを発注者࡟提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 



ࡀ場合ࡿࡍ貸与車両を運転ࡀ職員ࡢ発注者側ࠊࡋ࡜負担ࡢ注者ཷࡣ費用ࡿࡍ要࡟ࡵࡓࡢࡇࠊ࠾࡞

あ࡜ࡇࡿを条件࡟加えࠋ࡜ࡇࡿ 

。1)  車両  残存評価額以ୖ 

※ 残存評価額ࡘ࡟い࡚ࡣそࡢ根拠を発注者࡟提出࡜ࡇࡿࡍ 

。「) 対人賠償  無制限 

。」)  対物賠償  無制限㸦免責ࡋ࡞㸧 

㸰  ཷ注者ࠊࡣ前項ࡢ保険࡟加入ࡓࡋ後ࠊ発注者࡟対ࠊࡋそࡢ保険証書ࡢ写ࡋを提出ࡓࡋ後࡛ࢀࡅ࡞

 ࠋい࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡅཷࡾ貸与車両を借ࡤ

㸱 発注者ࡢ都合ࡾࡼ࡟貸与車両を変更ࡿࡍ場合࠾࡟い࡚ࠊࡶ本条第㸯項及び第㸰項ࡾྲྀࡢ扱い࡟

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡼ

 

㸦貸与車両ࡢ日常管理㸧 

第14条  ཷ注者ࠊࡣパトロ࣮ル車使用時以外ࠊࡣ貸与車両を発注者ࡀ指定ࡿࡍ庁舎内࡟駐車ࠊࡋ施錠

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ返却࡟箇所ࡓࡋ指定ࡀうえ࡛鍵を発注者ࡓࡋ

 

 



 

 

パトロール業務特記仕様書 

・別表 

  



【別表１】パトロール点検項目

【道　路】

点検項目 点検内容 異常発見時の現場措置 日　常 異常時

路面 穴ぼこ、陥没 常温合材で補修、状況報告 〇 〇

段差、ひび割れ 危険表示、状況報告 〇 〇

わだち 危険表示、状況報告 〇

崩土、落石、落下物、飛来
物等路上障害物

除去(少量)、状況報告 〇 〇

路上障害物(投棄物) 除去(少量)、状況報告 〇 〇

冠水、湛水 原因確認・対応(軽易)、状況報告 〇 〇

積雪、凍結 凍結防止剤散布(少量)、状況報告 〇

路肩 路肩部土砂堆積 除去(少量)、状況報告 〇

路肩部損傷 危険表示(保安施設設置)、状況報告 〇 〇

雑草繁茂(路線指定あり） 除草(少量)、状況報告 〇

排水施設 排水施設の通水状況 堆積土砂等障害物除去(少量)、状況報告 〇 〇

側溝、集水桝、側溝蓋、集
水桝蓋の破損

危険表示(保安施設設置)、状況報告 〇 〇

法面 法面の状況 危険表示、状況報告 〇 〇

崩土、落石の危険性 危険表示、状況報告 〇 〇

落石防止網、柵の破損、
土砂堆積状況

危険表示、状況報告 〇 〇

モルタル吹付箇所のクラッ
ク、欠損

危険表示、状況報告 〇 〇

枯木、倒木等による通行
障害

危険表示、状況報告 〇 〇

擁壁 擁壁、石積みのクラック等 危険表示、状況報告 〇 〇

橋梁 親柱、高欄の損傷 危険表示(保安施設設置)、状況報告 〇 〇

継ぎ手部の損傷 危険表示、状況報告 〇 〇

排水管の閉塞 障害物除去(簡易な場合)、状況報告 〇

橋桁、床板、橋台、橋脚の
損傷

状況報告 〇

橋台・橋脚の洗堀 状況報告(異常出水後） 〇

取合部の損傷 状況報告 〇 〇

ﾎﾞｯｸｽｶﾙ
ﾊﾞｰﾄ

漏水、壁面コンクリートの異
常

状況報告 〇 〇

照明の不具合 状況報告 〇 〇

排水施設の通水状況 堆積土砂等障害物除去(少量)、状況報告 〇 〇

排水ポンプの異常 状況報告 〇 〇

照明の不具合 状況報告 〇 〇

シェルター 雨漏り、支柱、屋根部の異
常

状況報告 〇

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ



点検項目 点検内容 異常発見時の現場措置 日　常 異常時

防護柵の損傷 危険表示(保安施設設置)、状況報告 〇 〇

区画線の消失 状況報告 〇

視線誘導標の不良、損傷 修正、状況報告 〇

道路照明灯、道路標識の
不良、損傷

状況報告 〇

道路反射鏡の不良、損傷 修正、状況報告 〇

道路植栽 倒木、枯木等 除去(少量）、状況報告 〇 〇

枝葉の繁茂 除去、状況報告 〇

雑草繁茂(路線指定あり） 除草(少量)、状況報告 〇

歩道 路面損傷(穴ぼこ、段差等) 常温合材で補修(小規模)、状況報告 〇

視覚障害者誘導ブロック 状況報告 〇

歩車道境界ブロックの損傷 状況報告 〇

湛水、土砂塵埃堆積等 除去(少量）、状況報告 〇

排水施設の通水状況 堆積土砂等障害物除去(少量)、状況報告 〇

倒木、枯木等 除去、状況報告 〇 〇

枝葉の繁茂 除去、状況報告 〇

トイレ 漏水等の異常 使用禁止表示、状況報告 〇

電柱、街灯
等

はり紙、はり札、広告旗、立
看板等の違反広告物

状況報告
〇

その他 上記点検内容以外のもの 状況報告 〇

【公　園】

点検項目 点検内容 異常発見時の現場措置 日常 異常時

園路・広場 穴ぼこ、陥没 補修(小規模）、状況報告 〇

段差、ひび割れ、わだち 危険表示(必要に応じて）、状況報告 〇

崩土、落石 除去(少量)、状況報告 〇 〇

飛来物等障害物、投棄物 除去(少量)、状況報告 〇 〇

冠水、湛水 原因確認・対応(軽易)、状況報告 〇 〇

積雪、凍結 凍結防止剤散布(少量)、状況報告 〇

柵の損傷 危険表示(必要に応じて)、状況報告 〇 〇

公園照明灯、時計、案内
板等の不良、損傷

状況報告 〇

遊具 公園遊具の異常 使用禁止表示(保安施設設置)、状況報告 〇

樹木 倒木、枯木等 除去（少量）、状況報告 〇 〇

枝葉の繁茂 公園機能を阻害しているものは状況報告 〇

雑草繁茂 公園機能を阻害しているものは状況報告 〇

交通安全
施設

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ



点検項目 点検内容 異常発見時の現場措置 日　常 異常時

トイレ・水飲
み台

漏水、排水施設等の異常 使用禁止表示、状況報告 〇

休憩施設
四阿・ベンチ等の腐食や破
損）

危険表示(必要に応じて)、状況報告 〇

その他 上記点検内容以外のもの 状況報告 〇

【環　境】

点検項目 点検内容 異常発見時の現場措置 日常 異常時

少量の一般ゴミ、ポイ捨て
ゴミ

回収(可能な範囲）　状況報告 〇

電気製品を含む大型ゴミ
看板設置後、一定期間後に回収(可能なも
の）、状況報告

〇

大量不法投棄、回収困難
なもの

直ちに状況報告し、指示を受ける。 〇

電気製品を含む大型ゴミ 直ちに状況報告し、指示を受ける。 〇

大量不法投棄、回収困難
なもの

直ちに状況報告し、指示を受ける。 〇

啓発看板 啓発看板の損傷 設置等　状況報告 〇

千丈寺湖
周辺等の
監視

火気禁止公園でのバーベ
キュー等、定められた場所
以外からのボート・カヌー等
の搬入・搬出等

状況報告 〇

投棄物（投
機者不明）

投棄物（投
棄者に繋が
る情報があ
る場合）



【別表１】パトロール点検項目
　　　　　　　(管理瑕疵が予想されるため監督員に報告する項目）

【道　路】

点検項目 着目する事象

路面の状況 ・路面の亀甲状ひび割れ、水たまり跡(特に雨上がり）

路肩の状況
・道路区域外も含めた雑草の繁茂
・法面側の舗装の沈下にともなうクラック

排水施設の状況
・側溝への堆積土砂、側溝からの雑草繁茂
・側溝の不連続・がたつき(特に自転車歩行者の安全性に着目）
・側溝蓋の縦断方向ひび割れ

法面の状況
・路面への小石落下
・道路区域外を含む枯木
・落石防護柵、落石防止網の堆積

擁壁の状況
・目地の開き・ずれ
・水平方向クラック

橋梁の状況
・鏡面舗装の亀甲状ひび割れ
・伸縮接手の開き・がたつき
・路肩への堆積土砂

ボックスカルバートの状況
・漏水、壁面コンクリートの剥離
・照明灯の照度、タマ切れ

アンダーパスの状況
・ポンプ設備の不稼働（水位上昇）
・照明灯の照度、タマ切れ

シェルターの状況 ・屋根部材の剥離

交通安全施設の状況
・防護柵・転落防止柵の不連続
・防護柵や転落防止柵、照明灯等の支柱根本の腐食

道路植栽の状況
・雑草や枝の建築限界への侵入
・交差点部、横断歩道付近の視距

歩道の状況
・不連続部の誘導対策
・側溝不連続箇所の処理（市道以外の道路との取り合いを含む）

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸの状況 ・雑草や枝の建築限界への侵入

道路区域隣接地の状況 ・道路区域からの雑草、落石の可能性

工事中箇所
(管理者事業・占用工事）

・特に自転車・歩行者に着目し、夜間も含む交通誘導対策、転落防止
対策

【公　園】

点検項目 着目する事象

園路・広場
・園路・広場の亀甲状ひび割れ、破損、小石落下
・防護柵・転落防止柵の破損
・照明灯等の支柱根本の腐食

遊具 ・腐食、破損

樹木 ・倒木、枯木、隣接道路等への雑草や枝の建築限界への侵入

休憩施設等 ・四阿・ベンチ等の腐食、破損



【別表２】違反行為事項

1.道路法違反行為事項

違反条項 説  明 備          考

〇法第24条違反
道路管理者以外の者
は、道路に関する工事
の設計及び実施計画
について、道路管理者
の承認を得て道路に関
する工事又は道路の維
持を行うことができる。
但し、道路の維持で政
令で定める軽易なもの
については、道路管理
者の承認を受けること
を要しない。

　道路管理者の承認
を得ずに道路に関す
る工事を行う行為

１．比較的多い違反事例は、次のとおり
(1)法面の埋立て、切取り、歩道の切下げ、ガード
レール、側溝、植樹等の撤去、現道への私道の取
付け等の工事で、無断で行っているもの（申請書は
提出されているが、未だ承認されていないものを含
む。）
(2)承認された工事期間を過ぎて行っている工事
２．沿道の利用者等が行う自発的な維持は、道路
管理者の承認を要しない。
３．２４条工事は、管理者工事や占用工事と比べて
工事期間の短い場合が多いので、違反行為を発見
したときは、直ちに監督員に報告し、措置について指
示を受ける必要がある。

○法第３２条第１項又
は第３項違反
道路に工作物、物件又
は施設を設け、継続し
て道路を使用しようとす
る場合においては、道
路管理者の許可を受
けなければならない。

 道路管理者の許可
を得ずに道路を占用
し、又は占用の変更
をする行為

１．比較的多い違反事例は、次のとおり
(1)工事用板囲、足場、露店等の不法占用（申請書
は提出されているが未だ許可されていないものを含
む。）
(2)許可された工事期間を過ぎて行っている工事
２．掘削を伴わない７日未満の占用は、対象外（警
察署長の権限）となっている。
３．占用期間が満了した場合又は占用を廃止した場
合で、物件等を除去し、原状回復していないときは、
法第４０条違反として取り扱う。

○法第４３条違反
何人も道路に関し、次
に掲げる行為をしては
ならない。
(1)みだりに道路を損傷
し、又は汚損すること。
(2)みだりに道路に土
石、竹木等の物件をた
い積し、その他道路の
構造又は交通に支障
を及ぼすおそれのある
行為をすること。

１．みだりに道路を損
傷し、又は汚損する
行為
２．みだりに道路に土
石、竹木等の物件を
たい積し、その他道
路の構造又は交通
に支障を及ぼすおそ
れのある行為

１．「みだりに」とは、正当な権限又は正当な事由に
基づかないことをいい、概ね「法第２４条、法第３２条
の許可等を得ずに」ということである。
２．比較的多い事例はつぎのとおり
・許可等を得ずに道路を掘削する行為
・道路にごみ、汚物等を捨てる行為
・工事用材料の土石等を道路に放置する行為
・泥、油、落書等により道路を汚損する行為
・道路に車両を放置する行為
・その他道路上で交通を妨げるような作業をする行
為

※法に定める占用物件の種類
・電柱、電線、変圧塔、郵便差出箱、公衆電話所、広告塔、街灯、バス待合所、時刻表示板、その他これらに類する工作物
・水管、下水道管、ガス管、地下通信線、地下電力線、その他これらに類する工作物
・鉄道、軌道、索道（ロープウェー、スキーリフト、農林物産運搬用ケーブル）その他これらに類する工作物
・日よけ、雪よけ、アーケード、その他これらに類する工作物
・地下街、地下室、上空道路、地下通路、その他これらに類する施設
・露店（８日以上のもの）、商品置場、その他これらに類する施設
・看板、標識、パーキングメーター、幕、アーチ工事用板囲、足場、土石、竹木、瓦、その他道路法施行令第７条に定めるもの



2.兵庫県屋外広告物条例違反行為事項

違反条項 説  明 備          考

○条例第5条第1項違
反
　広告物等を表示し、
又は設置してはならな
い物件

道路構造物、道路
付属物、信号機、道
路標識には、如何な
る屋外広告物も設
置することができな
い。
※他法令や道路管
理者が認める場合
は除く

○条例第5条第2項違
反
 はり紙、はり札、広告
旗及び立看板を表示
できない物件

(１)　電柱、街灯そ
の他これらに類する
もの
(２)　アーチの支柱
及びアーケードの支
柱
※他法令や道路管
理者が認める場合
は除く

左記物件への簡易広告物（はり紙、はり札、広告
旗、立看板など）の取り付け



3.都市公園法違反行為事項

違反条項 説  明 備          考

○法第6条違反
 都市公園に公園施設
以外の工作物、物件又
は施設を設け、都市公
園を使用しようとすると
きは、公園管理者の許
可を受けなければなら
ない。

 公園管理者の許可
を得ずに都市公園を
占用し、又は占用の
変更をする行為

１．比較的多い違反事例は、次のとおり
(1)工事用板囲、足場等の不法占用（申請書は提出
されているが未だ許可されていないものを含む。）
(2)許可された工事期間を過ぎて行っている工事

4.三田市都市公園条例禁止行為事項

禁止行為条項 説  明 備          考

〇条例第4条第1項禁
止行為
 公園において、次に掲
げる行為をしようとする
者は、許可を受けなけ
ればならない。
(1)行商、募金、出店そ
の他これに類する行為
をすること。
(2)業として写真又は映
画を撮影すること。
(3)興行を行うこと。
(4)競技会、展示会、
博覧会、集会その他こ
れに類する催しのため
に公園の全部又は一
部を独占して利用する
こと。

 公園管理者の許可
を得ずに公園内を使
用する行為

１．比較的多い違反事例は、次のとおり
(1)工事用板囲、足場等の不法占用（申請書は提出
されているが未だ許可されていないものを含む。）
(2)許可された工事期間を過ぎて行っている工事

※法に定める占用物件の種類
・電柱、電線、変圧塔その他これらに類するもの
・水管管、下水道管、ガス管その他これらに類するもの
・通路、鉄道、軌道、公共駐車場その他これらに類する施設で地下に設けられるもの
・郵便差出箱、信書便差出箱又は公衆電話所
・非常災害際し災害かかった者を収容するため設けられる仮説工作物
・競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催しのために設けられる仮設工作物
・政令で定める工作物園他の物件又は施設



禁止行為条項 説  明 備          考

○条例第６条第1項禁
止行為
  公園内においては、
次に掲げる行為をして
はならない。
(1)公園施設を損傷し、
又は汚損すること。
(2)竹林を伐採し、若し
くは損傷し、又は植物を
採取すること。
(3)土地の形質を変更
すること。
(4)鳥獣魚類を捕獲し、
又は殺傷すること。

１．公園施設を損傷
し、又は汚損する行
為
２．公園内の竹林を
伐採し、若しくは損傷
し、又は植物を採取
する行為
３．公園内で土地の
形質を変更する行
為
４．公園内で鳥獣魚
類を捕獲し、又は殺
傷する行為

１．法第5条第1項、法第6条第1項若しくは第3項又
は第4条第1項若しくは第3項の許可に係るものにつ
いてはこの限りではない。
２．比較的多い事例は次のとおり
・公園施設を故意的に破壊する行為
・公園施設を泥、油、落書等により汚損する行為
・公園内の掘削、土砂等を放置する行為
・鳥獣類の死骸を遺棄する行為
・許可等を得ずに公園内に車両の乗り入れ、留める
行為
・たき火、打ち上げ花火、危険なボール遊び等の危
険な行為
・公園の利用を妨げるような作業をする行為

(5)はり紙若しくははり札
をし、又は広告物を表
示すること。
(6)立入禁止区域に立
入ること。
(7)指定された場所以
外の場所へ車両を乗り
入れ、又は留め置くこ
と。
(8)たき火その他の危
険な行為をすること。
(9)公園施設をその用
途以外に使用するこ
と。
(10)指定された場所以
外で飲食すること。
(11)前各号に掲げるも
ののほか、規則で定め
る行為をすること

５．公園内ではり紙
若しくははり札をし、
又は広告物を表示
する行為
６．公園内の立入禁
止区域に立入る行
為
７．公園内の指定さ
れた場所以外の場
所へ車両を乗り入
れ、又は留め置く行
為
８．公園内でたき火
その他の危険な行
為
９．公園施設をその
用途以外に使用す
る行為
10．公園内の指定さ
れた場所以外で飲
食する行為



5.廃棄物の処理及び清掃に関する法律違反行為事項

違反条項 説  明 備          考

〇第16条 何人も、みだり
に廃棄物を捨ててはなら
ない。
第16条の二 何人も、次
に揚げる方法による場合
を除き、廃棄物を焼却し
てはならない。(以下略)

廃棄物の投棄禁止、
焼却禁止

１．比較的多い事例は、次のとおり
・空地や道路などへのごみの投棄
・山中への大型ごみ(家電、家具など)の投棄
・空き缶や弁当殻など軽微なごみのポイ捨て
違反した場合は、５年以下の拘禁刑もしくは1,000万円以
下の罰金、またはこの両方(法第25条1項14、15号から
抜粋)

6.千丈寺湖の環境を守る条例

違反条項 説  明 備          考

〇第6条　(1)定める場所
以外で火気の使用その
他危険を生ずるおそれの
ある行為　(2)廃棄物を捨
てること及び油類等を捨
て、又は排出すること (3)
定める場所以外からボー
ト、カヌー等の搬入又は
搬出を行うこと (4)前3号
のほか、千丈寺湖の自然
環境及び水源水質の保
全上支障がある行為

千丈寺湖における禁
止行為

１．比較的多い事例は、次のとおり
・釣り糸、針、空き缶などのごみを捨てたり、エンジン付き
ボートなどを使って、油類を排出し、環境を悪化させる行
為。
・決められた場所以外でのバーベキューなどの火気使
用。（決められた場所でも、たき火・花火などはできませ
ん。）
・決められた場所以外からのボート・カヌーなどの乗り入
れ。（決められた場所からの乗り入れでも、エンジン付き
ボートなどは使用できません。）

条例に規定する命令に従わなかった者は5万円以下の
過料



【別表３】携行資機材一覧

【貸与品】

カメラ(携帯電話機能を使⽤）、懐中電灯(1個)、巻尺(1個)、ポール(2本)、カラーコーン(2個)、カ
ラーバー(1本)、トラロープ(20m・1巻)、誘導棒(2本)、ツルハシ(1本)、スコップ(2本)、ハンマー
(鉄1本・かけや1本)、ホウキ、塵取り、バール、鎌、ノコギリ、⾼枝切、作業中看板(⼀式)、⼯具
等(⼀式)、腕章、⾝分証明書
【⽀給品】

デリネータ、常温アスファルト混合材、凍結防⽌剤、釘、針⾦、スプレー、油吸着材、⼟嚢、砂
(⼟)、各種啓発看板



 

 

パトロール業務特記仕様書 

・区域および業務頻度 

 

  



道路・公園・環境パトロール業務委託 区域及び巡回頻度について (東地区) 

 

１．パトロール業務の区域 

・県道上荒川三田線（市境界～松山堤交差点間）以南 

・県道黒石三田線(松山堤交差点～総合庁舎前交差点)以南 

・市道三輪川除武庫川線(総合庁舎前交差点～川除西交差点)以東 

・国道 176 号(川除西交差点～上井沢交差点）以東 

・県道曽地中三田線(上井沢交差点～下青野交差点）以東 

・県道福住三田線(下青野交差点～市道下青野須磨田線接続部付近）以北 

・下青野須磨田線接続部付近以北は、広野地区・本庄地区の区域界 東側 

・上記区域内で対象から除く路線  

市道三輪川除武庫川線(総合庁舎前交差点～川除西交差点) 

市道貴志長尾線(池尻交差点～神戸三田インター北交差点) 

 

２． 巡回の頻度（道路） 

（1） 通常パトロール対象路線 

最低週 1 回の巡回を行う路線。（ただし、異常時対応などやむを得ない事情があ

る場合はこの限りではない。） 

101 路線 延長 約 99km （別紙 通常パトロール対象路線 参照） 

（2） その他業務対象路線 

通常パトロール対象路線を除く区域内の全ての市道。 

通常パトロールでは巡視対象路線としていないが、異常時や重点パトロールの

対象となる可能性がある路線。 

 

３．巡回の頻度(公園) 

（1） 通常パトロール対象公園 

① 巡回区分Ａ 

最低月１回の巡視を行う公園。（ただし、非常時対応などやむを得ない事

情がある場合はこの限りではない。） 

  72 公園 面積約 51.9ha 遊具 281 基 

（別紙 パトロール対象公園一覧表 参照） 

② 巡回区分Ｂ 

最低２月に１回の巡視を行う公園。（ただし、非常時対応などやむを得な

い事情がある場合はこの限りではない。） 

  10 公園 面積約 4.2ha 遊具なし 

       （別紙 パトロール対象公園一覧表 参照） 



 

（2） その他業務対象路線 

① 巡回区分 C 

通常パトロールの対象公園としていないが、異常時や重点パトロールの対

象となる可能性がある公園。 

6 公園 面積約 30.0ha 遊具なし 

（別紙 パトロール対象公園一覧表 参照） 

   

４．巡回の頻度(環境)  

(1)不法投棄重点巡視箇所  ８箇所 

道路・公園の通常パトロール中に巡視を行う。パトロールルート以外の箇所につ

いては、週 1 回以上の巡視を行う。 

（別紙 不法投棄重点巡視箇所図 参照） 

 

５．その他 

道路・公園・環境のパトロールの業務量(巡回頻度等)については、概ねのも

のであり、業務開始後、実情に応じた見直しを行うものとする。 

 

 



凡  例

東地区 8箇所
⻄地区 8箇所

重点巡視箇所

東 地 区⻄ 地 区

不法投棄重点巡視箇所図



 

 

パトロール業務特記仕様書 

・様式集 

  



 

令和 年 月 日 

 

三田市長 あて 

 

受注者 住  所               

名  称               

  代表者氏名                  

 

委託業務完了確認請求書（〇年度） 

 

道路・公園・環境パトロール等業務委託(〇地区)特記仕様書第 13 条により完

了部分の確認を請求します。 

 

 

１．業務の名称  道路・公園・環境パトロール等業務委託(〇地区)   

 

２．業務の箇所  三田市内(〇地区)  

 

３．履行の期間  令和 年 月 日 ～ 令和 年 月 日  

 

 ４．業務委託料      ￥***，***，***－（全体） 

￥***，***，***－（Ｒ〇年度分） 

 

５．完了業務数量 

（令和*年*月*日～令和*年*月*日、異常時パトロール分を除く） 

 （1）日常パトロール    *日 

（2）異常時パトロール(時間外）    *時間 

（3）異常時パトロール(深夜）     *時間 

（4）異常時パトロール(休日）     *時間 

（5）異常時パトロール(休日深夜）   *時間 

  （6）打合せ   *回 

  （7）駐車場使用料  *月 

 

発行責任者及び担当者 

 ・発行責任者           連 絡 先 （           ） 

                 メールアドレス（           ） 

 ・担 当 者           連 絡 先 （           ） 

                 メールアドレス（           ） 

様式(仕様書 13 条関連) 



委託番号　：　管委第　〇号

業 務 名　：　道路・公園・環境パトロール等業務委託(〇地区）

受託者名　：　〇〇

業務責任者：　〇〇 基準日：令和  年  月  日

費目 工種 種別 契約数量 単位
出来高
数量

出来高数量
比率

適用

道路維持(Ｒ〇年度）

　巡視・巡回工

　　道路等巡回工

　　　通常巡回

　　　　日常パトロール 日

　　　異常時巡回

　　　　異常時パトロール(時間外） 時間

　　　　異常時パトロール(休日） 時間

　　　　異常時パトロール(深夜） 時間

　　　　異常時パトロール(休日深夜） 時間

　　　打ち合わせ

　　　　打ち合わせ 回

　借地料

　　業務用駐車場使用料 1 式

月

（注）「業務出来高報告書」作成上の注意事項

２．「費目・工種・種別」は、金抜き設計書の工事内訳書と整合させること。
３．「出来高数量比率は、出来高数量÷契約数量で算出し、少数第4位以下を切り捨てること。
  （1式計上されているものについては、別途積み上げ、出来高比率を算出すること。）

業務出来高報告書

１．本報告書は、精算払いの請求を行う場合に「委託業務完了確認請求書」とともに監督員
に提出すること。

様式（仕様書13条関連）

【受託者作成】



あて

受注者

令和　 年　 月　 日付で契約を締結した次の業務について、下記のとおり届出ます。

円

～

（注）１．職歴には当該業務受託会社での経歴は必ず記入すること。

　　　２．受託者との雇用関係を証明する書類（写し）を添付すること。

管　理　課

課　長 副課長 主　幹 係　長 係

パ ト ロ ー ル 員 届

令和　　年　　月　　日

三　田　市　長

住所（所在地）

商号または名称

代　表　者又は
受　任　者　名

記

委託番号 　管委第　号　

業 務 名 　道路・公園・環境パトロール等業務委託(　地区）

業務委託料

契約年月日 　令和　　年　　月　　日

履行期間 　令和　　年　　月　　日 令和１２年　３月３１日

パトロール員名称 氏　　名 パトロール員資格の名称

パトロール員

住所：
年齢：
資格：(自動車運転免許を含む）
職歴：

様式６-①



令和  年  月  日 

 

 

総括監督員 様 

 

 

 

受注者 住 所               

 
氏 名               

 
 

業 務 実 施 計 画 書 

 
 
業務の名称 

 
 
上記の業務について別紙のとおり提出します。 

 
 （業務概要、工程表のほか、道路・公園・環境パトロール等業務委託仕様書に

記載のある事項の内容詳細を別紙に記入し添付する。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）業務実施計画書の記入については事前に監督員と協議すること。 

様式７ 



貸 与 物 品 受 領 書 

 

 

令和  年  月  日契約の 

 

(業務名) 道路・公園・環境パトロール等業務委託( 地区) の貸与物品とし

て、 

 

内 訳 

品 目 規 格 数 量 単 位 備 考 

     

 

上記物品を受領しました。 

 

貸与期間終了後は、残物品があれば指定場所に返還します。 

 

令和  年  月  日 

 

総括監督員 

            様 

 

 

 

受注者 住 所               

 
氏 名               

 
 

様式８ 



支 給 品 清 算 書 

 

 

令和  年  月  日 

 

総括監督員 

            様 

 

受注者 住 所               

 
氏 名               

        

 

支給品について、下記のとおり清算します。 

 

 業 務 名                       

 契約年月日  令和  年  月  日          

 

品 目 規 格 単 位 
数  量 

備 考 
支給数量 使用数量 残数量 

       

 

（注）・記載対象支給品は常温Ａs合材、凍結防止剤、油吸着剤、デリニェータ等 

    の主要資材のみ記入することとし、具体的事項については監督員と協議す

ること。 

 

様式９ 



貸 与 物 品 清 算 書 

 

 

令和  年  月  日 

 

総括監督員 

            様 

 

受注者 住 所               

 
氏 名               

        

令和  年  月  日契約の 

 

(業務名) 道路・公園・環境パトロール等業務委託( 地区) の貸与物品につい

て、 

 

下記のとおり清算しました。 

 

品 目 規 格 機械番号 貸与数量 貸与期間 備 考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

様式 10 



 

令和  年  月  日 

 

三田市長 あて 

 

受注者 住  所               
名  称               

  代表者氏名                  
 

月間パトロール業務完了実績報告書 

 
下記のとおり、令和 年 月分の業務完了実績について別添の資料を添えて

報告します。 

 

１．業務の名称  道路・公園・環境パトロール等業務委託(〇地区)   

 

 ２．業務委託料      ￥            

  

 ３．既支払済業務委託料  ￥            

 

４．業務数量 

 （1）日常パトロール       日   

（2）異常時パトロール(時間外）      時間 

（3）異常時パトロール(深夜）       時間 

（4）異常時パトロール(休日）       時間 

（5）異常時パトロール(休日深夜）     時間 

  （6）打合せ      回 

 

 ５．支給品使用状況 

名 称 規 格 使用数量 備 考 

    

    

    

    

    

 

（注）・その他、特記すべき事項がある場合は別紙(様式自由)に記載し報告すること。 

   ・別添書類として、業務仕様書に基づく書類を添付すること。 

様式 11 



令和  年  月  日 

 

 

三田市長 あて 

 

 

受注者 住  所               
名  称               

  代表者氏名                  

 
 

身 分 証 明 書 交 付 願 

 

 

業務の名称  道路・公園・環境パトロール等業務委託( 地区)   

 

 上記業務について、別紙のとおり身分証明書の交付をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)様式 14 身分証明書（表）を記入した写しを添付する。 

様式 13 



身分証明書（表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身分証明書（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法：縦 50～55mm、横 80～90mm 

  

第  号 

身 分 証 明 書 

受託者 住所 

   名称 

氏 名 

 

上記の者は、三田市が業務委託した道路・公園・ 

環境パトロール員であることを証します。 

交付年月日 令和 年 月 日 

有効期間  令和 年 月 日 

 

三田市長 田村 克也 

注意事項 

 

１． パトロール業務の実施にあたっては、本証を必ず携帯し、関係人の請求があ

ったとこには呈示すること。 

２． 本証は他人に貸与し、又は譲渡いないこと。 

３． 本証の記載事項に変更があったときは、ただちに訂正を受けること。 

４． 本証は、毀損しないよう大切に携帯すること。 

５． 紛失又は毀損したときは、ただちに再発行を受けること。 

６． 本証が不要になったときは必ず発行者に返納すること。 

様式 14 

カラー写真 

 

 

 

30mm×25mm 



三田市違反簡易広告物除却委託員証 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田市違反簡易広告物除却委託員証 裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法：縦 50～55mm、横 80～90mm 

 
第〇号  

 
三田市違反簡易広告物除却委託員証 

 
氏   名  
 
生年月日      年  月  日 
交付年月日     年   月   日 
 

上記の者は、屋外広告物法第 7 条第 4 項の規定により、違反に係る
はり紙、はり札等、立看板及び広告旗を除却することができる者であるこ
とを証明する。 

 
三田市長     

 
（この証は令和 年  月 日まで有効） 

 

 
 
 

１ この証明は、その権限を行使するときは、常に携帯しなければならな
い。 

 
２ この証明書は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 
 
３ 有効期限を経過したとき、又は三田市違反簡易広告物除却委託員

の身分を失ったときは、三田市長に速やかにこの証を返還しなけれ
ばならない。 

 
 
 
事 務 局 三田市 都市整備部 都市デザイン課 

Tel ０７９－５５９－５１１８ (直通) 

 



 

 

総 括 

監督員 
監督員 

   主 任 

技術者 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

打 合 せ 記 録 簿 
発 議 者 □発注者    □受注者 発議年月日 令和  年  月  日 

発議事項 □指示 □協議 □通知 □承諾 □提出 □報告 □届出 □その他

(  ) 

委 託 名  

（内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 添付図  葉、その他添付図書 

処 

理 

・ 

回 

答 

発 

注 

者 

上記について □指示・□承諾・□協議・□提出・□受理 します。 

       □その他（  ） 

 

令和 年 月 日 

受

注

者 

上記について □承諾・□協議・□提出・□報告・□受理 します。 

       □その他（  ） 

 

令和 年 月 日 

注) 緊急を要する場合等において監督員が主任技術者等に口頭で指示したときは、

速やかに指示書を交付すること。 

様式 17 



月間パトロール実施計画書 

 
業務の名称  道路・公園・環境パトロール等業務委託( 地区)   

 

月日（曜日）又
は第〇週 

パトロールの路
線名・区間又は
コース名等 

パトロールの種
別 

パトロール員 重点点検項目 備  考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

コース名で記入する場合は、各コースの路線名・区間名の一覧を添付する。 

様式 18 



課長 係

パトロール日誌

パトロール後（　　　　　　km）

パトロール前（　　　　　　km）　（　　　　　　　　km）

開始 終了

ＡＭ 9:00 12:00

ＰＭ 13:00 16:00

番号 時分 箇所 点検内容
破損等
の状況

措置状況 対　策
年月日
措置内容

パトロールコース　　　　〇コース

様式19-①

路線名

パトロール員氏名

車両番号 神戸 走行距離

受託者

令和　年　月　日（　）　天気　

係　長副課長



パトロール巡回経路 様式19-②

車両番号

パトロール年月日 令和　　年　　月　　日

【パトロール経路図】



業務実施状況 様式19-③

車両番号 パトロール年月日

路線名・公園名等 (業務着手前の写真）

場　所

三田市

パトロール区分

作業の内容

(業務中の写真）

備考（補足説明等）

(業務完了後の写真）

通　常　・　緊　急



不法投棄報告書
発見日時 不法投棄の内容

月 日 ( ) １．可燃ごみ 総重量

時 分 ２．不燃ごみ （　　　    　　        　    　  　　kg　）

発見場所 ３．粗大ごみ 備考

４．その他 （　　　    　　        　    　  　　      ）

（　　　　　　　　　　）

(発見場所の地図） (状況説明）

(ごみ回収前の写真） (状況説明）

(ごみ回収後の写真） (状況説明）

様式19-④



 

重点点検報告書 

 

 

業務の名称 ： 道路・公園・環境パトロール等業務委託(〇地区)  

点 検 期 間 ： 令和 年 月 日～令和 年 月 日 

点検報告日 ： 令和 年 月 日 

点 検 者 ：  

 

路 線 名 
公園名等 

箇 所 
延長 
(m) 

幅 
(m) 

面積 
(㎡) 

構 造 点検結果 備 考 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 

※表の形式は点検内容に応じて適宜変更可能。 

 

総括 
監督員 監督員 業務 

責任者 
パトロー
ル員 

パトロー
ル員 

     

様式 20 



パトロール日報（令和　年　月分） 様式21-①

業務の名称　：　道路・公園・環境パトロール等業務委託(  地区)

時間外 深夜 休日 休日深夜

8:45～17:45
5:00～８：４５
17:45～22:00

22:00～5:00 5:00～22:00 22:00～5:00

8:45～9:00

16:00～17:00
17:00～１7:15
17:15～17:45

　9:00～12:00
13:00～16:00

〇：〇～〇：〇 〇：〇～〇：〇 〇：〇～〇：〇 〇：〇～〇：〇 〇：〇～〇：〇 〇〇〇〇
〇〇〇〇

1回 1日 日計(　：　) 日計(　：　) 日計(　：　) 日計(　：　) 日計(　：　)

⽉計 回 ⽇ ( ： ) ( ： ) ( ： ) ( ： ) ( ： )

累計 回 ⽇ ( ： ) ( ： ) ( ： ) ( ： ) ( ： )
※ 打合せを⾏った⽇には1回と記⼊する。
※ 異常時パトロール時間については、5分単位切り捨てとする。

パトロール員

異常時パトロール

協議・報告
及び内業

打合せ
日

(曜日)

日常
パトロール

その他



パトロール日報 ( 令和 年 ⽉分 ）

パトロール実施中に発⾒した事象⼜は取り扱った事項の件数(件)

路面等
不良

路肩・
法面

排水
不良

樹木・
雑草

橋梁・ﾄﾝ
ﾈﾙ等

構造物
照明
異常

安全
施設

歩道
損傷

投棄物 その他
路面等不

良
排水
不良

遊具
安全
施設

照明
異常

樹木・雑
草

投棄物 その他 投棄物 啓発 その他

1 ( ) 0
2 ( ) 0
3 ( ) 0
4 ( ) 0
5 ( ) 0
6 ( ) 0
7 ( ) 0
8 ( ) 0
9 ( ) 0
10 ( ) 0
11 ( ) 0
12 ( ) 0
13 ( ) 0
14 ( ) 0
15 ( ) 0
16 ( ) 0
17 ( ) 0
18 ( ) 0
19 ( ) 0
20 ( ) 0
21 ( ) 0
22 ( ) 0
23 ( ) 0
24 ( ) 0
25 ( ) 0
26 ( ) 0
27 ( ) 0
28 ( ) 0
29 ( ) 0
30 ( ) 0
31 ( ) 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

様式21-②

⽉分計

合計
道   路 公   園 環  境

⽇ (曜⽇)



 

腕    章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※寸法：74mm×105mm とする。 

※腕章の作成は市が行い受託者へ貸与する。 

 

様式 26 

 
 

三田市道路・公園・環境 
パ ト ロ ー ル 員 

 

受 託 者 の 名 称 



　　三田市長　あて
。

借　受 令和　　年　　月　　日から

返　納 令和　　年　　月　　日まで

令和　　年　　月　　日

受注者 　住所

　氏名

　

令和　　年　　月　　日

車　両　名

契 約 期 間
令和　　年　　月　　日から

令和　　年　　月　　日まで
期　限

              借受
パトロール車両等　　　　　書

　　　　　　　返納

　三田市役所

　業務を開始したため・業務を完了したため・その他(　　　　　　　　）

車
両
の
機
能
現
況

車       番

機関

伝導走行系統

照明及び点灯装置

付属品及び工具類

借　受

返　納

借　受

場　所

理　由
返　納

　異　　常　　　有　・　無

　異　　常　　　有　・　無

　異　　常　　　有　・　無

　異　　常　　　有　・　無

　　　　　　　　有　・　無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　借受
上記のとおり車両の機能現況を確認のうえ　　　　します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　返納

保管場所 　三田市役所内　公用車車庫

立会人
　職員(職氏名）

　業務責任者又はパトロール員

様式31



様式33

監督員 主任技術者

車両の運行状況を下記のとおり報告します。

1

2

3

4

5

計

※勤務日数欄は、土日祝日、年末年始６日間を除く日で記入する。

令和　年　月分の

車
両
ID

車 番
車 名

担 当 者

当 月 分 累 計

稼働日数
(日)

勤務日数
(日)

稼働率
(％)

月　初
メーター

(㎞)

走行距離
(㎞)

給油量
(ℓ)

燃　費
(㎞/ℓ)

勤務日数
(日)

稼働率
(％)

月　末
メーター

(㎞)

月　間
走行距離

(㎞)

給油量
(ℓ)

稼働日数
(日)

受 託 者

主 任 技 術 者

公用車使用実績簿



当⽇、最初に乗⾞される⼈は、運⾏前点検を実施してください。

km

km

km

㎞

㎞

㎞

運⾏前点検票

時   分 FULL 課

帰庁後    mg 確認者＿＿＿＿＿＿   確認者＿＿＿＿＿＿時   分 検知器によるチェック 出発前    mg

運転⽇誌兼運⾏点検票
運転⽇誌

終業時メーター

始業時メーター

本⽇⾛⾏キロ数

検知器によるチェック 出発前    mg 帰庁後    mg時   分  確認者＿＿＿＿＿＿   確認者＿＿＿＿＿＿

使⽤時間 ⽤  務 ⾏き先 帰庁時メーター 燃料残量 運転者⽒名

⾞両番号 神⼾ 使⽤⽉⽇  令和   年  ⽉  ⽇  曜⽇ 天候

時   分 FULL 課

時   分 FULL 課

  確認者＿＿＿＿＿＿時   分 検知器によるチェック 出発前    mg 帰庁後    mg 確認者＿＿＿＿＿＿

点検個所 点検内容 点検結果

ブレーキ ペダルの踏みしろは適当か。 良 ・ 否

⾦属⽚、⽯などはないか。 良 ・ 否

溝の深さは⼗分にあるか。 良 ・ 否

燃 料 装 置 燃料の量は⼗分にあるか。 良 ・ 否

サイドブレーキ レバーの引きしろ、利き具合は⼗分か。 良 ・ 否

タ  イ  ヤ 空気圧は適当か。 良 ・ 否

⻲裂及び損傷はないか。 良 ・ 否

異常な摩耗はないか。 良 ・ 否

備
考

ミ  ラ  ー 写影は良好か。 良 ・ 否

⾞     体 ⾞体の損傷はないか。 良 ・ 否

〜 給油量 ℓ

０

公⽤⾞の使⽤マナー
・出発前には⾞両点検
・燃料50％以下で、必ず給油
・使わない時は「予約を取消」

みんなで使う公⽤⾞
マナーを守って快適に

〜 給油量 ℓ

０

〜 給油量 ℓ

０

様式34


